
オンライン開催

第２回理事会

秋田県特別支援学校教育研究会は、

特別支援学校の教育課題について

研究協議を行い、特別支援教育の

充実・発展に寄与することを目的

としています。

県内特別支援学校の教職員全員

が会員です。

秋田県特別支援学校教育研究会
令和８年度 秋田県特別支援学校教育研究会役員

会 長 佐藤 香代子 （能代支援学校長）

今年度の運営についての協議と研究部会の報告を行いました。

事務局 髙橋 沙織 （能代支援学校 教諭）

副会長 熊谷 司 （大曲支援学校長）
伊藤 潤 （視覚支援学校長）
菊地 真理 （聴覚支援学校長）
高田屋 陽子 （秋田きらり支援学校長）

研究部会「教育課程編成部会」（研究主任 情報交換会）

令和８年度 研究テーマ
「自立活動の充実を図る２～自立活動に係る個別の
指導計画と実践の往還を通して～」

各校における自立活動に係る課題の検討と実践を通して、

自立活動の充実を図るための提案を行うことをねらいとして

進めていきます。

◇第１回理事会（令和８年５月29日オンライン開催）

R8.6.24発行

令和８年度秋田県特別支援学校教育研究会通信

県特研だより VOL.1

令和８年度公開研究会実施校

各校の指導案や「自立活動指導事

例集」をHPに掲載しています。

研修や授業づくりの参考として、

是非、ご活用ください！
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児童生徒の実態に応じた指導を行うために、実態把握の方法や目標設定、校内での共有、

活用の在り方など、様々な意見が挙がりました。今後は、自立活動実態シートを基に、各

校における効果的な取組や課題へのアプローチを、実践を通して整理し、自立活動の充実

に向けた提案を行って行く予定です。

グループ協議の報告（一部抜粋）

グループ 各校の課題等 課題への提案や効果的な取組

Ａ
・たかのす
・横手
・附属

・担任の主観による指導が多く、内容の妥

当性や根拠の弱さ

・目標が単なる「活動」になり、どの内容

を達成するためのものかが不明確

・自立活動の目標設定や内容の区分の理解

・自立活動について共有する場の設定

・学部研究会等で自立活動の

目標を共有し、指導場面や

授業に反映させる仕組みの

構築

・自立活動の時間の設定

Ｂ
・聴覚
・能代
・天王みどり
・せんぼく

・担任以外が指導する場合に、自立活動

の視点を共有することの難しさ

・評価場面の設定や、高等部における自

己理解の評価の難しさ

・実態の背景を捉えた優先課題の設定や、

指導内容の構成の曖昧さ

・校務支援システムと校内の様式の重複

による記入の負担感

・学習指導案に自立活動の内

容や実態シートの添付、明記

・学校独自の指導内容表や、他

県(長崎県など)の事例の活用

・自立活動部主導による組織

的な研修会の実施

Ｃ
・視覚
・比内
・栗田
・稲川

・組織的な取組や研修機会の不足による、

担任の個人作業になりがち

・目標が抽象的なため評価しにくく、教科

指導との連携も弱い

・子どもの成長を見取る難しさや、評価の

妥当性への疑問

・客観性のある自立活動検討会

・「週指導記録簿」へのエピ

ソード記録や、本人・保護

者の願いの聞き取り

・評価サイクルをシステム化

し、日常的な評価の実施

Ｄ
・秋田きらり
・かづの
・大曲

・指導者間での情報共有や検討が
不十分
・教員の経験値による、目標設定の
妥当性や実践力、具体性の差
・自立活動実態シートの優先目標
と、個別の指導計画の目標の不
一致

・学部内での実態シートの回覧
や検討による、複数の目で確
認する機会の設定
・エピソード記録を定期的に伝
え合う機会の設定
・各校のよい実践や取組の抽
出と整理
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